



































































































































日井など 1都 2府 15県の 44ヶ所を目標に行わ
れ，あわせて49発の模擬原爆が投下された。茨
城県域では 7月26日の日立がこれに該当する。
調査では日立模擬原爆投下地の正確な場所と被
害者数を確定した。
ところが，模擬原爆は北茨城市大津にも投下
されていたのである。 7月20日，原爆投下予定
の四都市（長崎・小倉・広島）の一つである新
潟の精密爆撃目標（第一目標，投下予定都市の
周辺）とされた郡山で行う予定であった模擬原
爆投下訓練は，悪天候のため（原爆投下はレー
ダー爆撃でなく目視投下），第二目標（帰還途中
の任意の都市）に変更された。郡山での模擬原
爆投下訓練は 3機で，そのうちの 1機が，テニ
アン島への帰還途中に，大津（北緯36度50分，
東経140度47分）で投下したのである。このこ
とは，模擬原爆投下訓練報告書を翻訳した『米
軍資料 原爆投下の経緯』に記されていたが，
うかつなことに，茨城県域では日立だけと思い
込み，見逃していた。改めて，事前の文献・史
資料調査の重要性を痛感した。
大津での模擬原爆投下訓練は地元でも知られ
ておらず，『図説北茨城市史』『北茨城市史』下
巻などの自治体史にも記載はない。模擬原爆研
究史でもすべての模擬原爆投下地のなかで唯一
投下地点や被害状況が今なお不明である。今後
是非とも明らかにしたいと考えている。
近年の茨城県の戦争遺跡
近年の茨城県の戦争遺跡の動向については，
紙面の関係から簡潔な報告にとどめる。
① 予科練平和記念館
平成22年2月2日，予科練平和記念館が阿見
町に開館する。
予科練とは海軍飛行予科練習生およびその制
度の略称で， 14歳から 17歳までの少年を全国
から試験で選抜し，搭乗員としての基礎訓練を
するもので，昭和 5年から始まった。阿見町は，
霞ヶ浦海軍航空隊が設置されて以来，昭和 14年
に海軍飛行予科練習部が横須賀から移転し，翌
昭和 15年に予科練教育を専門に行う土浦海軍航
空隊が設置されるなど，予科練とともに歴史を
刻んできた町である。
予科練平和記念館は，「戦争を知る世代と知ら
ない世代」の構成比が変化するなか「予科練の
歴史を風化させることなく未来に伝承」し「悲
惨な戦争を二度と繰り返すことのない社会」を
めざす阿見町が建設するもので，予科練の代名
詞といわれた制服の「七つボタン」にちなみ，
予科練「入隊」に始まり「訓練」「心情」「飛翔」
「興隆」「窮迫」を経て「特攻」で終る七つの常
設展示室と企画展示や講演会，研修会などの事
業を行う「20世紀ホール」，休憩や図書の閲覧
を兼ねた情報提供の場としての「情報ラウンジ」
が設置されるという。
② 茨城空港と旧百里原海軍航空基地
3月11日，小美玉市にある航空自衛隊百里基
地に併設される官民共用空港である茨城空港が
開港する。
百里基地は，昭和 14年 12月に筑波海軍航空
隊百里原分遣隊から独立して開隊した旧百里原
海軍航空基地跡に，昭和41年に設置されたもの
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である。
茨城空港建設にともなうテクノパーク整備事
業により，戦前には 72基が建造され，平成 17
年の時点で 17基が確認された掩体壕（飛行機の
格納施設）のうち 9基が破壊・消滅した。この
ため玉里史料館は，「百里原の戦争遺跡」と題す
る展示を平成21年10月31日から 12月20日ま
で行い，平成 17年度から 19年度にかけて実施
された掩体壕群の発掘調査成果を発表した。私
も11月29日に「茨城県の戦争遺跡一茨城県民
のアジア・太平洋戦争」と題する記念講演を行
い，戦争遺跡の現状と保存について語った。
③ 消滅する戦争遺跡
陸上自衛隊武器学校本部庁舎として使用され
ていた旧土浦海軍航空隊本部庁舎（阿見町）は
平成21年に取り壊され，現在新しい庁舎が建設
中である。また，現在茨城県立友部病院棟とし
て使用されている旧筑波海軍航空隊本部棟（笠
間市）も取り壊される予定であるという。
いっぽう，平成9年まで東京医科歯科大学霞ヶ
浦分院として使用されていた旧鹿島海軍航空隊
司令部棟（美浦村）は，保存措置も構想された
が，現在は立ち入り禁止となっている。
おわりに
戦争遺跡を保存・活用しようとする運動は近
年高まり，史跡・文化財として指定・登録され
た戦争遺跡は現在全国で 161件にのぼるという
（茨城県には 1件もない）。
私は，こうした文化財至上主義的な保存・活用
運動に対しては慎重な立場であるが，戦争体験
や戦争の記憶の風化が進むなか，戦争の歴史を
「語り部」として後世に伝える戦争遺跡の研究・
調査そのものは重要な活動と考えている。『茨城
県の戦争遺跡』の出版もその基礎作業の一つで
ある。 （平成22年1月7日記）
